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福島・常葉会 ふるさとにブルーベリーを
　昨年 11 月 10 日、「福島・常葉会ふるさと
訪問」が常葉町殿上山で行われ、福島市とその
近郊に住んでいる常葉町出身の「福島・常葉会」
と地元在住の「ふるさと常葉交流会」会員など
13 人が参加しました。
　殿上山の魅力アップを目指して平成 29 年度
から 3 年計画で行っているもので、晴天の中、
福島市の渡辺龍夫さんが挿し木で育てた苗木
100 本を植樹しました。植樹後、スカイパレス
ときわの懇談会では、ブルーベリーでの地域活
性化などふるさとの発展策を語りあいました。

歴史民俗資料館 正月飾り作り・もちつきを楽しむ

▲文化協会都路支部 第 13 回文化発表会

　昨年 12 月 7 日、船引就業改善センターで「正
月飾り作り・もちつき」が開かれ、親子連れな
どの約 30 人が参加しました。
　参加者は慣れない「わら」を使っての作業に
始めは戸惑っていましたが、それぞれ数個の正
月飾りを作り上げました。続いてのもちつきは、
生活改善グループの協力を得ながら、まず子ど
もたちが一人ずつ「きね」でついてから、参加
者一同が「千本ぎね」で仕上げました。つきた
てのもちに「おいしいね！」の声が聞かれました。
昔ながらの行事を楽しく体験した 1 日でした。

文化・芸能発表 都路・常葉で発表会

　都路・常葉それぞれの公民館で文化・芸能を
発表する催しが行われました。
【都路　文化発表会】　
　昨年 11 月 10 日に都路公民館で田村市文化
協会都路支部の第 13 回文化発表会が開かれ、
日頃の練習の成果を披露しました。舞踊、民謡・
歌謡、民話などの多彩な発表に加え、講師の先
生による歌や踊りも披露され、地元の市民をは
じめ約 130 人の観客が見入っていました。プ
ログラムの最後は、毎年恒例となっている田村
盆歌の踊りで出演者、観客が一体となり、楽し
いひとときを過ごしました。
【常葉町芸能祭】　
　昨年 11 月 24 日、常葉公民館で常葉町文化
祭実行委員会主催「常葉町芸能祭」が開催され、
13 の文化団体がピアノ演奏、合唱、舞踊、ダ
ンスなどを披露しました。華麗な衣装をまとっ
た出演者の演技に、約 330 人の観客は大満足
でした。最後はひょっとこ踊りの会の皆さんが
お菓子を配りながら客席をまわり、会場は笑い
でいっぱいになりました。　

▲常葉町芸能祭
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　福島県は、県内への移住・就職に係る相談窓口「福が満開、福しま暮らし情報センター」
を東京・有楽町に設置しています。移住相談のほか、定期的にセミナーなども開催して
います。お気軽にお問合せください。

●住所：東京都千代田区有楽町 2-10-1 東京交通会館 8F
●電話番号：03-6551-2989
●メール：fukushima@furusatokaiki.net
●開館時間：10 時 ~18 時
●休館日：月曜日、祝日及び夏季・冬季休業


